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①農委だより（年２回発行）に加入推進PR記事や現況届の手続き、年金相談会開催案内等関連記事を掲載し、全農家世帯に配布、周知する。
②新規加入推進対象者(認定農業者、家族経営協定者等）待機者及び被保険者を対象に、埼玉県農業会議、JA埼玉中央会から年金相談員を招き、年金相談会、
個別相談会を開催する。
③農業委員が各担当地区の農家世帯を訪問し、年金リーフレットを活用しつつ加入推進を行う。
④新規加入希望者宅を農業委員、事務局職員が訪問し、制度の説明と加入推進を行う。
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平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。
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関連・類似事業
農業者年金基金法

部課コード 700100 ℡

法定受託＋附加

事業コード
農業者年金推進事業

平成 28 年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

170505

①事務事業名

終了年度　　　平成 年度

農業委員会事務局

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 農地・振興グループ

国民年金事務事業

■ □ □

年度

1,500

→

事業の種別

農業節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針

平成１４年１月１日施行による新農業者年金制度は、国民年金の第一号被保険者である農業者に対し年金の給付を行うことにより、農業者の
老後の生活の安定及び福祉の向上に資するため発足した。

総合計画の体系 章 産業・経済 経営基盤の強化

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26 年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

41

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

国民年金加入者の第一号被保険者で年間６０日以上農業に従事する２０歳以上６０
歳未満の者。 平成

0.00

③
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業
　
の
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容

農業従事者に対し、農業者年金の加入を推進することにより、サラリーマンなみの年金受給を確保し老後生活の安定を図る。
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0.06 人

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 

⑥
成
果

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

戸別訪問相談 訪問戸数

％ 達成率 50 0

　 項目名 項目説明

成果指標
目標人数に対する新規加
入者

継続

加入推進に向けて、ガイドや冊子を利用して、事務局職員等に対する農業者年金の知
識を深めるよう努める。

4

実 績 2 0
新規加入者÷新規加入目標人数

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
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評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

農業委員会事務局次長　　堀内　光政

終了

次年度予算

評価日 H28.8.17 評価者職氏名

理由
農業者の老後の安定と福祉の向上を目的とした、加入価値のある制度である
ことをより一層周知する必要があるため。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 今後も農業者年金加入に向けて、戸別訪問や周知活動を進めていく。拡大 縮小

無

無

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

加入推進に向けてのPR活動等を積極的に進める。

平成26年度に引き続き、農委だよりに記事を掲載するなどして、周知を図った。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

農業者及び加入対象者に対して内容の周知は図れたが、関心が薄かった。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化

※「財源内訳」について 


